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研究成果の概要（和文）：実験社会心理学、発達心理学、文化心理学、言語学（語用論）などの

研究方法を用いることにより、対人間や集団間に生じる葛藤の基礎となる言語コミュニケーシ

ョンと認知過程との相互関連性を明らかにした。研究結果は、言語行為が当事者間の共通の期

待や基盤に基づくものであり、認知過程もそれと相互規定的関係を持つことを明らかにした。

対人間や集団・文化間の葛藤を解決するための方策を示唆するものであった。 

 
研究成果の概要（英文）：An interdisciplinary approach based on experimental social 

psychology, developmental psychology, cultural psychology, and linguistics (pragmatics) has 

revealed mutual determination between verbal communication and cognitive processes 

which may underlie major conflicts in interpersonal and intergroup settings. The results of 

the study indicates that verbal acts as well as cognitive processes both rest on interactants 

mutual understanding of their common grounds. The results have also provided 

implications for practical strategies for resolving interpersonal, interegroup, and 

inter-cultural conflicts.   
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１．研究開始当初の背景 

 今日の社会では、コミュニケーションを
介した意思伝達における困難さが、さまざ
まな種類の葛藤や問題を引き起こしている。 
本研究は、対人間、そして集団や文化の間
に生じる葛藤の原因となるミスコミュニケ
ーションの心理的原因を明らかにするとと
もに、それらの問題を解決のために有効に

働くコミュニケーションの条件を明らかに
することを目的とした。併せて、社会的領
域における人間の認知・行動と、言語コミ
ュニケーションとの間の相互影響関係を明
らかにすることを目標とした。 
 社会心理学研究の研究は、言語の働きに
大いに依存している。にもかかわらず、言
語の作用に関する系統的な理解が十分にな
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されないままに「認知過程」や「社会的相
互作用」が議論されてきたことは否定でき
ない。対人認知、原因の推論、他者の意図
の推論と責任追及、集団過程とコミュニケ
ーションの関係など多くの研究分野におい
て、言語の働きと認知過程の相互規定的な
関係を考慮した、新しい枠組みと研究方法
を得ることが必要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
上記の現状認識をもとに本研究では、主

に(1)対人認知と集団認知、(2)原因・意図
の推論と責任判断、(3)対人葛藤の解決と宥
和的関係の構築、の各領域における心理過
程と言語使用との相互関連性を明らかにす
ることを目的とした。言語的表象および言
語表現がどのように心理過程を反映するか
を吟味する一方、言語の使用が認知過程や
行動を規定する役割をも持つことを明らか
にすることを目指した。さらに、この相互
規定性が、コミュニケーションを通じて伝
播され、文化的に共有される過程を解明す
ることを試みた。 
 

３．研究の方法 

 主な研究方法として、社会心理学実験、発
達心理学的な観察実験、そして実験法をベー
スとした文化心理学研究の方法を用いた。 
 対人認知、集団間認知の実験では、状況設
定を描いたシナリオを呈示し、その場面中で
の言語使用を尋ね、これとシナリオ内容に関
する記憶や判断との関連を分析するという方
法を用いた。また、背景知識の共有性（「共通
基盤」）のコミュニケーションにおける役割を
調べるために、情報伝達場面における言語使
用と認知指標の分析を行った。さらに、発達
心理学的研究では、「心の理論」研究に範を取
った、「誤信念課題」を用いた実験などを用い
た。 
 
テーマごとの主な研究担当者は以下の通りで
あった。 
- 原因と責任の推論、人物・集団評価と言

語との相互関係：唐沢、岡本、吉成（平
成 22 年より） 

- 伝達行為、発話行為と認知表象：唐沢、
岡本、宮本 

- こころの理論と意図性認知の発達：松井、
唐沢 

- 認知と言語の文化的基盤：内田、吉成、
唐沢 

 
４．研究成果 

（１）原因推論および他者評価と言語行為と

の関係を明らかにするため、特に動詞の他動

性が原因推論に与える影響に焦点を置いて実

験研究を推進した。同一の事象を「壊れた」

「壊した」のように自動詞・他動詞のいずれ

を用いて表現するかによって、発話者の原因

知覚、およびそれに関する聞き手の推論内容

が変化することを示すための実験を行った。

その結果、自動詞文に比べて他動詞文では、

行為者の意図性、統制可能性、責任などがよ

り強く認知されることが明らかになった。す

でに Fausey & Boroditsky (2011)らによって

示された現象の基礎にある過程をより詳細に

明らかにしたと言える。 

 

（２）発話行為と認知過程の関連についての

研究として、言語的コミュニケーションにお

ける言語形式と伝達内容の理解か対人関係に

及ぼす影響を調べた。特に「皮肉」の構造と

その効果に重点を置いた検討として、発話の

バレンス（ポジティブ、ネガティブ、あいま

い）と、状況のバレンス（ポジティブ、ネガ

ティブ、バレンス）を組み合わせて操作した

実験を行った。結果は、皮肉の程度は発話と

状況の相互作用による不誠実性によって規定

されることを示した。 

 

（３）伝達行為に関する研究では、背反する

2種類の情報（レジ袋有料化賛成・反対情報）

のいずれかを実験参加者に提示し、背反情報

を持った参加者同士にコミュニケーションを

させた。コミュニケーションによって、当該

情報に対する態度がどのように変化するかを

検討したところ、参加者は相手の情報にある

程度歩み寄る形で当該情報に対する態度を変

化させることが示された。しかしながら、そ

の後参加者が第 3 者に向けて発した情報（伝

達情報）を第 3 者に評定させると、伝達情報

の中身は背反情報提示直後に示された態度と

近似することが示された。このことからコミ

ュニケーションは背反的態度の中和効果があ

るものの、伝達行為によって、旧来の背反態

度に沿った情報伝達が行われる可能性がある

ことが本実験によって示された。本研究の結

果は、伝達状況を用いた実験パラダイムが、

複雑な認知過程を解明するためのツールとし

て用いることの有用性を示した点でも意義深

い。 

 

（４）責任知覚と伝達行為研究を統合するも

のとして、他者に情報伝達するという目的を

もって処理する際に現れる効果を検討した。

実験題材として、刑事被告人の人物像と行為

に関する情報を用い、他者への伝達あるいは

自身のための理解という、情報処理目標を操

作した。結果は、伝達目標のもとでは、受け

手との共通基盤に則り、しかも受け手の理解



 

 

を促すような内容の変化が行われること、そ

して伝達者本人の原因推論にも再帰的な影響

が見られることを示した。原因推論や属性推

論が、個人内の情報処理過程だけに依存する

のでなく、共有的理解の構築に基づいている

ことを示唆する結果である。 

 

（５）意図性認知が個人だけでなく集団によ

る行為についても行われることを示す実験的

研究を行った。集団の反規範的行為に関する

記述において、集団に意思決定機能を持つ下

位集団が存在する場合には、行為に関する説

明において、集団レベルでの欲求や信念の想

定に基づく「理由説明」が多用されることを

示す結果が得られた。これは、個人と同様に

集団の行為に対しても「心の理論」が発動さ

れ、その説明の基礎となっている可能性を示

唆する。他者の心的状態に関する推論と、そ

の指標となる言語行為との関連が明らかにな

った。 

 

（６）心の理論の役割について、発達心理学

的観点からの分析を行うため、誤信念課題を

用いた一連の実験研究を行った。そこでは、3

歳児において会話を通した他者の心的状態に

関する理解が形成されていることを示唆する

結果が得られた。これと並んで、終助詞の使

用を比較した発達心理学研究にも大きな進展

があった。特に 3歳児では、高い確信度を示

す話者に対して強い信頼を示すのに対し、5

歳児では母親と他者との間で弁別が行われて

いることを示唆する結果が得られた。 

 

（７）コミュニケーションの機能を支える文

化的基盤の検討として、①シナリオ実験、②

状況サンプリング法、③ペア実験のそれぞれ

の方法を用いた実験研究を行った。その結果、

ヨーロッパ系アメリカ人ではより明示的なコ

ミュニケーションが望ましいと考えられるの

に対して、日本やアジア系アメリカ人におい

ては、より間接的で言語化しないようなコミ

ュニケーションをより望ましいと考えられて

いることが明らかになった。言語とコミュニ

ケーションの持つ、通文化的特徴と文化固有

の特徴の両方を示す研究結果となった。 

 

（８）認知過程だけでなく、感情機能と言語

との関係を明らかにするため、集団間の敵意

や赦しなどの感情に与えるコミュニケーショ

ンの影響についての研究を行った。加害集団

と謝罪者との関連性（距離）に関する認知が

重要な影響を持つことが明らかになった。言

語コミュニケーションの分析が集団間葛藤な

どの現象の基礎過程の解明に適用できること

を示した点で意義深い。また、今後さらに新

しい研究を生み出す可能性を持つ結果と言え

る。 

 
（９）以上の研究結果のうち主要な成果を公
表するため、日本心理学会第 74 回大会におい
て、ワークショップ「ことばと社会」を開催
した。心理学、言語学、工学など多くの分野
からの出席者があり、新たな学際研究を拓く
試みとしてインパクトを持つものとなった。
この他、日本語教育学会等の学会でシンポジ
ウムやワークショップを開催したほか、研究
分担者との研究会を頻繁に開催することによ
り、さらなる学際的協働を推進した。 
 
（１０）本研究課題によって得られた成果を
もとに新たな研究の展開を試みるため、最終
年度申請において平成 23～25 年度・基盤研究
（B）「良好な対人関係を築くコミュニケーシ
ョン方法の考案：言語心理学モデルの構築と
応用」が採択された。研究成果は着実に蓄積・
展開されている。 
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